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オウトウの垣根仕立てにおける樹の生育′収量及び果実品質
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1　は　じ　め　に

オウトウは従来の仕立て法では，樹が大きくなり，生育

管理及び収穫作業の能率が悪く，危険を伴うこともあった。

また裂果防止対策としての雨よけ施設の導入も困難なもの

となっている。そこで当場では垣根仕立てによる低樹高栽

培について1986年から検討してきた。ここでは，垣根仕立

てにおける樹の生育，収量及び果実品質について報告する。

2　拭　験　方　法

（1）供試品種：‘佐藤錦’

（2）供試台木及び載積距離：

COLT EMLA　定植時4，0×3．0m（84本／10a）

間伐後4．0×6．0m（42本／10a）

アオバザタラ　定植時4．0×3．5m（72本／10a）

間伐後4．0×7．0m（36本×10a）

は）植え付け：1986年4月に1年生苗木を定植し，地表

面から80皿の高さで切り返した。

（4）垣根施設（図1）：支柱は径48．6m，肉厚2．3皿，架

線は10番線（半鋼線）を使用した。資材軌は10a当たり約

40万円である。

図1垣根施設と目標樹形

（5）苗木の管理方法：努定は植え付け5年日（1990年）

までは冬季弟定のみ行ない，その後は夏季努定も取り入れ

た。主枝の誘引は植え付け3年目（1988年）の春から行な

い，植え付け6年目（1991年）の春には全段（上中，下

段）への誘引が完了した。また．COLT EMLA台は当初

の裁縫距離で過繁茂状態となったため，植え付け6年目

（1991年）に間伐を行なった。アオ′ヾザクラ台は間伐は行なっ

ていない。

（6）調査項目：樹の生育（樹高，開張，幹周，新柄生育

量．樹冠容積），花束状短果枝数，収量，果実品質について

調査した。なお，樹の生育調査は落葉期に行なった。また，

樹冠容穂は全段誘引完了前（1990年）までは，下段を底面

とした四角錐として算出し，全段誘引完了後（1991年以降）

は．開張の東西，南北及び樹冠の厚さを3辺とした直方体

として算出した。

3　■試　験　結　果

（1）樹の生育：アオバザタラ台と比較して，COLT

EMLA台の樹勢が非常に強く，樹高，開張及び樹冠容積

はいずれの年もCOLT EMLA台が上回った（表1，4）。

幹周もCOLT EMLA台が大きく，増加率でもアオバザタ

ラ台を上回った（表2）。新柄本数は，全段誘引完了前は

アオバザクラ台が多い傾向であったが，全段誘引完了後は

逆にCOLT EMLA台が多かった。平均新柄長は，いずれ

の年もCOLT EMLA台が長い傾向であった（表3）。

（2）花束状短果技数：1樹当たりの花束状短果枝数は19

90年を除いて，COLT EMLA台が多い傾向であった。し

かし，樹冠容積当たりの花束状短果枝数はいずれの年もア

オパザタラ台が多い傾向であった。（表4）。

（3）収量及び果実品質：両台木とも植え付け4年呂

（1989年）が初結実であった。1樹当たりの収量は結実1年

目はCOLT EMLA台がやや多かったが，それ以降はアオ

バザタラ台が多く．結実後4か年（1989～92年）の累積収

量でもアオバザクラ台が多かった。また果実品質は，一果

垂はCOLT EMLA台が重く，屈折計示度は7オバザクラ

台が高い傾向であったが．リンゴ酸含量については差は明

らかでなかった（表5）。
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表1　樹高及び開張

区
樹　　 高　　 （m ） 開　　 張　　 （m ）

’8 6　　　　 ■8 7　　　　 ■88　　　 ’8 9　　　 ’9 0 ’8 6　　　　 ■8 7　　　 ’8 8　　　　 －8 9　　　 ’9 0

C O L T E M L A 1 ．7　　　 2 ．5　　　 3 ．1　　　 3 ．5　　　 3 ．1 0 ．7　　　 1 ．5　　　 2 ．2　　　 3 ．0　　　 3 ．5

ア オ バ ザ ク ラ 1 ．3　　　 1 ．9　　　 2 ．6　　　 2 ．4　　　 2 ．8 0 ．5　　　 1 ．4　　　 2 ．1　　　 2 ．3　　　 2 ．7

往．開張は（A＋B）／2で算出した（図1）。A：開張・東西．B：開張・南北

表2　幹　周

区
幹　　　　 周　　　　 （Ⅷ ）

’86春　　 ’8 6秋　　　 ’8 7　　　 ’8 8　　　　 ●8 9　　　　 ■9 0　　　 ’9 1　　　 ’9 2

C O L T E M L A
2 ．5　　　　 6．1　　　 13 ．8　　　　 2 1．2　　　　 3 1．5　　　　 4 3 ．5　　　　 5 1．0　　　　 58 ．5

1 0 0　　　　 24 4　　　　 5 5 2　　　　 8 4 8　　　 12 6 0　　　 17 4 0　　　　 2 04 0　　　　 23 4 0

アオ パ ザ ク ラ
3 ．3　　　　 4．5　　　 10 ．9　　　 1 7．8　　　　 22 ．3　　　　 3 2 ．3　　　　 3 4．5　　　　 40 ．5

10 0　　　　 13 6　　　　 3 3 0　　　　 5 3 9　　　　 6 7 6　　　　 9 7 9　　　 1 04 5　　　 12 2 7

注．下段の数値は，1986年春（定植時）を100とした場合のものである。

表3　新柄本数及び平均新梢艮

区

義4　樹冠容積及び花束状短果校数

樹冠容積 （d ）
1樹当たりの花束
状短果校数 （個）区

樹冠容積当たりの花束
状短果校数（個／d）

’8 9　　 ’9 0 ’9 1　 ’9 2 ’8 9　　 ’90 ’9 1　 ’9 2 ’8 9　　 ’90

3 ．7　　　 4 ．0 7 ．2　　　 8 ．5 4 6 4　　 5 5 3 3 68　　 3 8 0 1 25 ．7　 13 7 ．2

1 ．7　　　 2 ．5 4 ．7　　　 5 ．3 3 1 3　　 7 3 0 2 6 3　　 2 8 4 18 4 ．1　 2 9 3 ．2

’91　　■92

COLT EMLA

アオパザタラ

51．1　44．7

56．4　　53．3

注．樹冠容積の算出法（図1）
1990年まではA［開張・東西］×1．2［開張・南北］×H［樹高一0．8］÷3

1991年以降はAxl．2［開張・南北］×1．2［樹高く2．0）－0．8］で算出した。

衰5　収量及び果実品質

区

1樹 当た りの収量 累積 一果垂 屈折計示度 リンゴ酸含量

（kg ） 収量

（短 ）

（g ） （％） （％）

’89　　 ’90　　 ’91　　 ■92 ’89　　 ’90 ’89　　 ’90 ’89　　 ’90

C O L T　E M L A 0 ．6　　 1．1　　 2．5　　　 0．5 4 ．7 6 ．0　　　 7．7 14 ．9　　 15 ．2 0 ．39　　 0．42

アオバザ タラ 0．2　　　 2．8　　　 7．0　　 1．7 11．7 5 ．8　　　 5．8 15．0　　 16 ．2 0 ．30　　 0．45

注．累穏収量は1989－92年の4か年の合計である。

4　ま　と　め
より栄養生長が旺盛となり．充実した花芽が形成されなかっ

たと考えられる。

垣根仕立てによる栽培では．これまで樹形を維持するた　　今後は樹形を維持し，安定した収量を得る方法について

めに，新梢を強く切り返す努定を行なった。この強努定に　　の検討が必要であると思われる。

一210－


